
【様式１】

様式‐１

2023年 月 日

2024年度日系社会研修員受入事業
(多文化共生推進／日系協力型）
案件提案表の提出について

独立行政法人国際協力機構　御中

団体名
代表者名　　　　　　　　　　　

担当者名
TEL:
FAX:
E-Mail:

2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）について、
別添のとおり案件提案表を作成いたしましたので、提出します。

以上

別紙：
2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）案件提案表（様式‐２）
（研修日程案を含む）
2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）研修日程案（様式‐３）
2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）経費概算内訳書（様式‐４）
資格審査書類一式



【様式２】

様式-2

    2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）　案件提案表

＜案件基本情報＞

提案団体（日）

提案団体（英）

研修実施機関（日）

研修実施機関（英）

提案団体
ウェブサイトアドレス

研修科目（日）

研修科目（英）

研修種別

受入人数

上下半期

来日日

技術研修終了日

主研修実施場所名称

主研修実施場所住所

 副研修実施場所名称

 副研修実施場所住所

本研修実施の背景
日本国内の日系社会の現状
問題等（考えられる問題解決
を含む）

本研修実施の意義
国内の日系社会への裨益効果
応募者への裨益効果

想定する対象国/応募者見込

研修目標

期待される成果（習得する技
術）



【様式２】

研修計画（内容）

期待される国内の日系人コ
ミュニティへの貢献（活動）

研修員必要資格

経験年数

日本語能力（選択）
＊日本語能力試験認定の目訳
参照

学歴

ポルトガル語
スペイン語能力

国内の日系人コミュニティ及
び同コミュニティと共生する
地域の関係者が抱える課題解
決への取り組み実績

 研修日程案 研修日程(案)　シートに記入、または日程表作成・添付も可。

担当者名（日）

担当者名（英）

連絡先メールアドレス

確認事項（提案募集要項の
「９.対象外の研修分野・内
容」に、該当

確認事項（提案募集要項の
「１２．留意事項」への回答

備考欄

＜JICA記入欄＞

所管センター 横浜



【記入例：様式２】

様式-2

    2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）　案件提案表

＜案件基本情報＞

提案団体（日） 学校法人　国際協力センター

提案団体（英） Kokusai Kyoryoku Center

研修実施機関（日） 学校法人　国際協力センター

研修実施機関（英） Kokusai Kyoryoku Center

提案団体
ウェブサイトアドレス

www.kokusaikyouryoku.ac.jp

研修科目（日） 国際理解教育

研修科目（英） Education for International Understanding

研修種別 長期（91日以上、9か月以内）

受入人数 1

上下半期 上半期

来日日 2024年5月12日

技術研修終了日 2024年11月15日

主研修実施場所名称 神奈川県○○市　学校法人　国際教育センター

主研修実施場所住所 神奈川県○○市○○区○○〇番地

 副研修実施場所名称 未定

 副研修実施場所住所 未定

本研修実施の背景
日本国内の日系社会の現状
問題等（考えられる解決を含
む）

近年、中南米からの日系人やその他外国からの移住者が増加しており、管轄の小・中学校
では、現在約5000名の外国籍の児童・生徒が在籍している。日本語の理解が十分ではない
児童・生徒や日本の生活が定着していない児童・生徒に対して学習支援クラスを設け、日
本語や学校生活を送るうえでの習慣を指導し、日本の学校生活に順応するためのサポート
を行っている。また、日本の教育システムと海外の各国の教育システムには違いがあり、
児童・生徒、またその保護者とも意思疎通を図る中で、通訳配置などを行いながら実施し
ているが、どういった点が海外の学校と違いがあるのかを各教員も学びながら、多文化共
生を学校現場で実践するスキルが求められている。これから、ますます海外からの児童・
生徒の増加が予想され、受入体制の強化の必要性がある。

本研修実施の意義
国内の日系社会への裨益効果
応募者への裨益効果

本研修では、研修員が学習支援クラスにて外国にルーツのある児童・生徒の日本語理解促
進や学習指導のサポートを行う予定である。母語でのコミュニケーション支援や児童・生
徒の移住元の文化や生活様式を理解する者が身近にいることで、児童・生徒の気持ちの安
心感にもつながる。
　また、研修員は日本の教育システムや学習支援方法、また関係者間の連携などについて
学び、必要なスキルと身に着けることで、母国での学習支援にそのノウハウを活用するこ
とが期待できる。さらに母国と日本との教育の違いについて教育関係者に対して報告を行
い、児童・生徒または保護者が日本の教育のどういった点が理解しにくいか等を共有いた
だき、学校関係者の知識向上につなげたい。

想定する対象国/応募者見込

ブラジル
本学のある○○県○○市はブラジル○○州○○市と2007年より自治体レベルで交流を続け
ており、2022年に○○日本語学校を視察した際に候補者となりうる日本語学校関係者や教
員数名と面会し、先方から関心が寄せられていた。

研修目標

日本の教育システムや多文化共生の現状を理解し、学校現場における外国籍児童への支援
方法を習得する。

期待される成果（習得する技
術）

1.日本の教育システムや多文化共生の現状について理解し、母国との違いについて学ぶ。
2.日本の学校現場における学習支援方法や学校関係者との連携のノウハウを習得する。
3.母国における学習支援にて研修成果を生かし、更なるインクルーシブ教育に向けた指導
向上を目指す。



【記入例：様式２】

研修計画（内容）

講義：日本の教育システム、県内小・中学校における外国籍児童の受入状況、外国籍児童
の支援体制、保護者・学校関係者との連携、多文化共生に関する学校取組など
見学：県内小・中学校の学習支援クラス、外国人児童支援団体、教育委員会など
実習：県内小・中学校の学習支援クラスでの教科指導のサポート、母国紹介等のレクレー
ション企画・実施
実施報告：日本と母国との比較について報告し、学校関係者と意見交換を行う。

期待される在日日系人コミュ
ニティへの貢献（活動）

・外国籍等児童生徒に対する母語でのコミュニケーション支援
・児童・生徒の多文化理解及び学校関係者の多文化理解の支援

必要資格

小学校・中学校の教員免許を有すること。または、日本語指導の資格を有すること。日本
語教育機関での経験を5年以上有すること。

経験年数
実務経験5年以上

日本語能力（選択）
＊日本語能力試験認定の目訳
参照

N2

学歴 大学卒業程度

ポルトガル語
スペイン語能力

スペイン語（母語）

国内の日系人コミュニティ及
び同コミュニティと共生する
地域の関係者が抱える課題解
決への取り組み実績

2015年より在日日系・外国人、小学生向け日本語・母語教室、高校進学相談、国際交流イ
ベントを開催している。

 研修日程案 研修日程(案)　シートに記入、または日程表作成・添付も可。

担当者名（日） 国際　花子

担当者名（英） KOKUSAI Hanakko

連絡先メールアドレス Kokusai.Ｈanako△kokusai.ac.jp

確認事項（提案募集要項の
「９対象外の研修分野・内
容」に、該当

いいえ

確認事項（提案募集要項の
「１２．留意事項」への回答

はい

備考欄 宿舎は、当法人職員寮の予定、立地・設備等については、照会者に連絡します。

＜JICA記入欄＞

所管センター 横浜



【研修日程案】

2024年度　日系社会研修(多文化共生推進／日系協力型）

午前 午後

2024年 5月 1日 水

2日 木

3日 金

4日 土

5日 日

6日 月

7日 火

8日 水

9日 木

10日 金

11日 土

12日 日

13日 月

14日 火

15日 水

16日 木

17日 金

18日 土

19日 日

20日 月

21日 火

22日 水

23日 木

24日 金

25日 土

26日 日

研修日程案

月日 研修内容



【記入例：研修日程案】

2024年度　日系社会研修(多文化共生推進／日系協力型） 国際理解教育

午前 午後

2024年 5月 12日 日 来日（成田→横浜）

13日 月 開講式・ブリーフィング（横浜） オリエンテーション（横浜）

14日 火 オリエンテーション（横浜） オリエンテーション（横浜）

15日 水 オリエンテーション（横浜） オリエンテーション（横浜）

16日 木 オリエンテーション（横浜） オリエンテーション（横浜）

17日 金 移動 学内挨拶・見学

18日 土

19日 日

20日 月 コースオリエンテーション 見学：授業見学

21日 火 講義：日本の教育システム 講義：県内の外国ルーツの児童の状況

22日 水 講義：学習指支援クラスでの取組み　 見学：日本語指導クラス見学

23日 木 講義：学習指導における連携 表敬：○○市教育委員会

24日 金 意見交換：母国における教育 見学：学校での多文化共生の取り組み

25日 土

26日 日

27日 月 実習：学習支援クラス 実習：日本語指導クラス

28日 火 実習：学習支援クラス 実習：学習支援クラス

29日 水 実習：学習支援クラス 実習：日本語指導クラス

30日 木 実習：学習支援クラス 実習：学習支援クラス

31日 金 見学：○○小学校訪問 1週間の振り返り・レポート作成・意見交換

6月 1日 土

2日 日

3日 月 講義：学校と家庭との連携 実習：日本語指導クラス

4日 火 講義：学習支援クラスでの取組み 実習：学習指導クラス

5日 水 見学：多文化共生取組団体訪問 実習日本語指導クラス

6日 木 実習：学習支援クラス 意見交換：日本と母国での教育

研修日程案（記入例）

月日 研修内容



【様式３】

様式‐３

    2024年度日系社会研修員受入事業(多文化共生推進／日系協力型）　経費概算内訳書

研修経費概算総額 0 千円

（単位：千円）

金額

１．単価契約 積算方法： 11,080 円/日x 0 日 0
0

３．消費税および地方消費税の合計金額【小計ｘ 10％】 0

0

＜研修実施基
準単価方式＞
日額単価11,080円×受入期間（日数）で計算した金額を記入してください。

研修実施基準単価方式

２．小計

５．合計額


